
5.1-1 

第5章  本体設計検討（材料採取工） 

本業務では、実施工時における基礎岩盤面や岩盤透水性、割れ目の組合せの変更等に

伴い発生した、設計検討や施工計画、数量、図面、積算資料等の修正を行った。 

本章では、上記検討のうち、材料採取工に関連する検討結果をとりまとめた。また、

本業務において材料採取工に関連する項目としては以下の検討を行った。 

○フィルター材施工時試験結果の整理 

 

5.1  フィルター材施工時試験結果の整理 

実施工時においてフィルター材は砕石工場からの購入材と石粉を混合して製造する

計画としており、室内試験を行った結果、以下のことが明らかとなった。 

・室内試験において透水係数を 1×10-3cm/s 以下にしようとした場合、細粒分含有率

Fc=5%以下を緩和させる必要がある。 

・非粘着性試験では細粒分含有率 15%程度まで非粘着性を確認できた。 

上記状況を踏まえ、フィルター材の細粒分含有率を 15%程度まで緩和し透水性を低

く抑える場合と、透水性が前者よりも高くなるがフィルター則を満足させる場合とで、

フィルター材としてどちらが適した材料と判断することができるかを判断することを

目的にフィルター材の施工時試験結果を整理した。 

なお、本検討後、整理した内容を基に発注者にて有識者との協議を行い、フィルタ

ー則を満足することを優先して試験を進めることとなっている。 

次頁以降に、実施工時におけるフィルター材粒度分布に関する説明資料を示す。 

（次頁以降の資料では細粒分含有率 Fc=15%でも非粘着性が確認された内容を記載

しているが、細粒分の流出等が懸念されることから Fc=8%として試験を進めている。） 
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